
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
◆会長あいさつ◆  大野 順道 会長 

  皆さん、こんにちは。福島

は、ようやく桜が綻び春爛漫

の兆が見られますが、一昨日 

東京麹町ロータリークラブ

の観桜会に参加して参りま

した。参加致しましたのは、

大橋パストガバナー、高橋勇雄会長エレクト、吉田

和義次期幹事、黒羽好夫副会長、次期社会奉仕委員

会委員長、吾妻学親睦活動委員会副委員長、丹治智

幸出席委員会委員、奥様の広子様そして私の 8 名で

した。観桜会の前に、次年度、会長、幹事、社会奉

仕委員長が東京麹町ロータリークラブとの次年度の

打ち合わせをしました。会場は、麹町１－１２ 旧

東条会館の 9 階で半蔵門フレンチレストラン「ＡＲ

ＧＯ」という処でした。眺望が素晴らしく、近くは、

英国大使館、皇居、千鳥が淵の桜が見事でした。そ

の中には、東京麹町ロータリークラブが寄贈した英

国大使館前の桜の木もありました。会場を選んだ理

由の一つということでした。また、夜景も素晴らし

く、遠くにスカイツリーも見えました。観桜会では、

大橋パストガバナーの乾杯の後、Ｒａｙ・Ｙａｍａ

ｄａさんのミニコンサートがあり、迫力のあるすば

らしいコンサートでした。若林会長がホストファミ

リーを引き受けた、トッド・スピッツ君は、のど自

慢ザ、ワールドで昨年暮れに優勝しました。ユニー

クな方ですが、今回は残念だったことを話しました。

歓待にあずかり、和やかに親睦を深めるひと時を過

ごすことができました。来週は、8 名の方が観桜会に

お見えです。皆さんでお迎えしたいと思います。よ

ろしくお願い致します。さて、今日は菅野和宏会員

のスピーチです。また、4月 5 日に次年度幹事セミナ

ーと、地区職業奉仕委員会第 2 回セミナーが行われ

ました。出席されました吉田和義次年度幹事、松崎

弘昭職業奉仕委員会委員長、ご報告をよろしくお願

い致します。 

◆次年度幹事セミナー報告◆  
吉田 和義 次年度幹事 

１．クラブ幹事の役割 

  ＊6 項目を挙げて役割と

責務・報告要件について研修を

受ける 

   

＊地区協議会で研修（クラブ幹事として知っていな

ければならない事）を受けロータリーの知識の復習

 
平成 26 年 4月 9日（水）サンパレス福島 

■会員/74 名 ■出席/48 名 ■出席率/64.86％ ■メークアップ/26 名 ■修正/74 名 ■修正率/100.00％
第 37 回例会

 本日のプログラム 
１ 開会点鐘 

 

２ 来訪者紹介と会長挨拶 

 

３ 次年度幹事セミナー報告 

  

４ 会員スピーチ 

 

５ 地区職業奉仕委員会セミナー報告 

  

６ 閉会点鐘 

 

今日の一面記事（4 月 9日ウオールストリートジャーナル） 
｢ＳＴＡＰ細胞｣の論文問題で、理化学研究所の小保方晴子研究ユニットリー

ダーは９日午後の記者会見で、英科学誌ネイチャーに発表した論文の撤回につ

いて「ＳＴＡＰ現象が間違いであったと発表することになる」と述べ、撤回に

同意しない考えを明らかにした。 
｢ＳＴＡＰ細胞はある」と明言し、｢ＳＴＡＰ細胞作製には、ある種のレシピ

のようなものがある。新たな論文として発表したい｣と述べた。 

■会長 ： 大野順道   ■幹事 ： 金子親房 
■会報委員長 ： 丹治洋子   ■副委員長 ： 佐藤朋也 
■委員 ： 宍戸清和 菅野良二 吉田仁一 渡辺勇 
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例会場／サンパレス福島 〒960-8101 福島市上町 4-30 

    tel．024-523-3811(代)  fax．024-523-0375 

HP アドレス http://www.inaka.ne.jp/f-southrotary/index.html 

超我の奉仕 

基本方針：ロータリーを実践しみんなに豊かな人生を 

会員の広場  （ 4 月 11 日 福島民報 ） 

福島南ロータリークラブで奨学金の支援を行っている成蹊高校で入学式 
福島成蹊中･高の入学式は 10 日同校の山田記念体育館で行われ、中学

に 41人、高校に 374 人が入学した。 

本田哲朗校長が「本校は皆さんの夢を叶える環境を整えている。目標

に向かってまい進してほしい」と式辞を述べた。鈴木信也理事長、桃

李の会(PTA)の浪岡真澄会長が祝辞を送った。 

 

 

～｢手続き要覧｣ 

２．クラブ幹事の心がけ 

  ＊会長と連絡を密にする 

  ＊クラブの主たる情報連絡担当者として「クラ

ブの現況」を常に把握している 

   会員数・出席率・寄付現況（地区目標・財団

寄付・米山寄付・スマイルＢＯＸ） 

  ＊ＲＩ、地区、分区、他クラブからの情報を適

切に処理する 

  ＊クラブ例会では情報を踏まえた幹事報告を心

がける 

３．効果的クラブ～クラブのあるべき姿 

  効果的ロータリークラブの提議（1992 年 2 月 

ＲＩ理事会） 

 ①会員基盤を維持、拡大する 

 ②地元社会並びに他の国々の地域社会において奉

仕プロジェクトを実施し成功させる 

 ③財政面およびプログラムへの参加を通じてロー

タリー財団（＊米山奨学会）を支援する 

 ④クラブの枠を超えてロータリーにおいて奉仕出

できる指導者を育成する 

  クラブがロータリーの核心です 

４．クラブ例会 

 ①例会の変更～例会は所在地域内においてひらく

べきである 

  ②開会・閉会時間の厳守～セレモニーの廃止、

報告事項の廃止等を考える 

 ③新会員の席次に配慮する ＳＡＡ・カウンセラ

ー（カウンセラーは出席率の良い会員） 

５．効果的な目標をたてる 

 ①達成可能である 

 ②取り組み甲斐がある 

 ③共有できる 

 ④測定できる 

６．戦略委員会 

 ①メンバーは会長・直前会長・会長エレクト・幹

事・研修リーダー 

 ②継続性が求められる為 3 年委員会 

◆地区職業奉仕委員会セミナー報告◆ 

 松﨑 弘昭 職業奉仕委員会委員長 
全般的なセミナーの印象

としては、地区職業奉仕委

員会のメンバーのロータリ

ーの職業奉仕に対する熱い

思いが強く伝わってくるも

のでした。そして、その集大成として、地区委員会

のメンバーが纏め上げた職業奉仕情報集を各クラブ

２冊ということで、いただいてきました。この情報

集の中には、職業奉仕の沿革や職業奉仕の基本理念

が記載されている他、第 1 回セミナーで講演された

職業奉仕の権威というべき伊丹RCの深川純一バスト

ガバナーの講演記録、そして、今回のパネルディス

カッションの内容が収められています。 

クラブでいただいたこの職業奉仕情報集について

は、一冊は事務局保管、そしてもう一冊は、次年度

のクラブ職業奉仕委員会へ引き継いでいきたいと思

います。 

セミナー第二部のパネルディスカッションは、パ

ネラーの意見交換というよりは、指名されたパネラ

ーが用意されたクエスチョンに答え、会場に質問を

投げかけるといった形で進められました。 

事前に用意されたクエスチョンは 

1 職業奉仕が「ロータリーの金看板」と言われる

のは何故ですか。 

2 「職業奉仕」にはどんな特徴がありますか。 

3 「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」

のでしょうか。 

4 「職業奉仕」と「例会」はどんな関係にありま

すか。 

5 「優良社員の表彰」は「職業奉仕」なのでしょ

うか。 

6 クラブで実施する職場訪問は職業奉仕委員会の

活動でしょうか。 

7 職業を退職した、あるいは過去に職にあった会

員の職業奉仕とは? 

8 「職業奉仕」と「ロータリー財団」との関係を

どのように考えればいいのでしょうか。 

「天職」という考えは「職業奉仕」とどんな関係に

ありますか。 
9 「職業奉仕」を身につけるには、どうすればい

いのでしょうか。 

 ◆会員スピーチ◆ 
菅野 和宏会員 

当クラブ 30 周年度下

期に入会し、40 周年度に

退会しまして、43 周年度

10 月より復帰しました。

これもひとえに皆様方よ

り「帰ってきたら良いのでは・・・」と、お誘

いを受け大変ありがたく思い、復帰しました。

どうぞよろしくお願いします。 

―編集後記―  
松﨑弘昭さんのスピーチ。序盤はほぼ予想通りで、

平静に拝聴できました。しかし、その後の思わぬク

ライマックスの展開で、鼻腔の奥の湿度が急激に上

昇したと感じたのは私だけではないでしょう。職業

奉仕とは相手を思いやる気持ちのようです。 

「奥さんを亡くした夫が、思い立って四国八十八

か所巡りを行った。想いを遂げ、帰路に空港のレス

トランに立ち寄った。寿司一人前と、ビール 1 本と

コップを 2 つ注文した。夫は出された 2 つのコップ

にビールを注ぎ、手元にあったバックから奥さんの

遺影を取り出して、片方のコップの前に置き、あり

がとうとつぶやいた。」 

「それを目撃したウエートレスは、黙って 1 人前の

寿司と一緒に取り皿と箸を 2 人分持ってきてくれ

た。」               （さとう） 


